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議会だより しき

議長年頭のあいさつ（Ｐ２）
第４回定例会の議案等一覧及び審議結果、
各議員の採決結果（Ｐ３）
一般質問（Ｐ４～Ｐ10）
常任委員会行政視察報告（P11） 
志木市立市民病院の経営形態見直しに関し、
民間移譲に向けて迅速な対応を求める決議（P12）

お母さん七草がゆ
おいしいね！！
新春こどもまつりにて
（総合福祉センター）    



新年にあたり市議会を代表しまして、ご挨拶を申し上げます。

市民の皆様におかれましては、輝かしい新春をお迎えのことと、心よりお慶び申し

上げます。

平素より、市議会に対しましてご理解とご支援を賜り厚く御礼申し上げます。

昨年は、ロンドンオリンピック・パラリンピックでの日本人選手の活躍や山中伸
しん

弥
や

京大教授のノーベル賞を受賞されたことに多くの国民が感動し勇気づけられました。

一方では、東日本大震災からの復興や国内経済の立て直しなどの課題も山積してい

る状況です。

そして、昨年末には、衆議院議員選挙による政権交代があり、国政の変動もありま

した。

志木市議会においても、昨年の４月に市議会議員選挙があり、新たな議会構成で議

論を行っております。また、議会改革を進めているところであり、質問回数制限の撤

廃や一問一答方式の導入などを行い、市議会での議論を活性化させて深化することに

より、市政の改善、市民サービスの向上に努めております。今後も議員一人ひとりが

さらに研鑽を積み、市民の皆様の声をお聞きし、市政の諸課題の解決と市民福祉の向

上に取り組んでまいります。

結びに、本年が市民の皆様にとって素晴らしい一年となりますことをご祈念申し上

げまして、年頭の挨拶とさせていただきます。

志木市議会議長　伊地知　伸久

年頭のあいさつ　
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議案等番号 件　　　　　　名 審議の結果 採決の状況
発議第１号 志木市議会会議規則の一部を改正する規則 原案可決 全会一致
決議第２号 志木市立市民病院の経営形態見直しに関し、民間移譲に向けて迅速な対応を求める決議 原案可決 賛成多数
第60号議案 専決処分の承認を求めることについて(平成24年度志木市一般会計補正予算(第３号)) 原案承認 全会一致
第61号議案 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案同意 全会一致
第62号議案 人権擁護委員の推薦につき意見を求めることについて 原案同意 全会一致
第63号議案 志木市固定資産評価員の選任について 原案同意 全会一致
第64号議案 平成24年度志木市一般会計補正予算（第４号） 原案可決 全会一致
第65号議案 平成24年度志木市国民健康保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
第66号議案 平成24年度志木市下水道事業特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
第67号議案 平成24年度志木市介護保険特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
第68号議案 平成24年度志木市後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 原案可決 全会一致
第69号議案 志木市暴力団排除条例 原案可決 全会一致
第70号議案 志木市指定地域密着型サービスの事業の人員、設備及び運営に関する基準を定める条例 原案可決 全会一致

第71号議案
志木市指定地域密着型介護予防サービスの事業の人員、設備及び運営並びに指定地域密
着型介護予防サービスに係る介護予防のための効果的な支援の方法に関する基準を定め
る条例

原案可決 全会一致

第72号議案 志木市市道の構造等の基準に関する条例 原案可決 全会一致
第73号議案 志木市準用河川管理施設等の構造の技術的基準を定める条例 原案可決 全会一致
第74号議案 志木市水道事業に係る技術上の監督を要する水道の布設工事等を定める条例 原案可決 全会一致
第75号議案 志木市部設置条例等の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第76号議案 証人等の実費弁償に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第77号議案 志木市手数料条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第78号議案 志木市介護保険条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第79号議案 志木市立保育園条例の一部を改正する条例 原案可決 賛成多数
第80号議案 志木市子ども医療費の助成に関する条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第81号議案 志木市市営住宅条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第82号議案 志木市下水道条例の一部を改正する条例 原案可決 全会一致
第83号議案 志木市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例 原案否決 賛成少数
第84号議案 埼玉県市町村総合事務組合の規約変更について 原案可決 全会一致
請願第３号 「志木市民病院の存続」を求める請願書 趣旨採択 賛成多数
陳情第５号 資産課税の軽減に関する陳情書 趣旨採択 賛成多数

賛
否
の
分
か
れ
た
議
案
等
の
採
決
結
果

議
案
等
番
号

議席番号 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15

議員氏名
高
浦
康
彦

水
谷
利
美

河
野
芳
徳

小
山
幹
雄

有
賀
千
歳

内
山
純
夫

吉
川
義
郎

西
川
和
男

香
川
武
文

伊
地
知
伸
久

池
ノ
内
秀
夫

永
井
誠

磯
野
晶
子

鈴
木
潔

天
田
い
づ
み

第79号 志木市立保育園条例の一部を改正する条例 反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

議
長
の
た
め
議
決
に
加
わ
ら
ず

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

第83号 志木市病院事業の設置等に関する条例の一部
を改正する条例

賛
成

賛
成

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

反
対

賛
成

賛
成

反
対

反
対

賛
成

請願
第3号 「志木市民病院の存続」を求める請願書 採

択
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択

不
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

採
択

陳情
第5号 資産課税の軽減に関する陳情書 採

択
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

不
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

趣
旨
採
択

決議
第2号

志木市立市民病院の経営形態見直しに関し、
民間移譲に向けて迅速な対応を求める決議

反
対

反
対

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

賛
成

反
対

反
対

賛
成

賛
成

反
対

平成 24 年 11 月 28 日・12 月 19 日

平成 24 年第４回志木市議会定例会議案等一覧及び審議結果
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有賀 千歳
みんなの志木

吉川 義郎
公明党

質問者は通告順　質問は主なものを掲載しています
今定例会は、13人の議員が市政全般の事務・諸問題に対し質問をしました。

い
じ
め
問
題
に
つ
い
て

骨
髄
バ
ン
ク
ド
ナ
ー
の

継
続
的
確
保
に
向
け
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
志
木
市
民
病
院
に
つ
い
て

●
教
育
環
境
改
善
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
の
導
入
に
つ
い
て

●
自
主
防
災
組
織
に
つ
い
て

◉
有
賀
議
員　

滋
賀
県
大
津
市
の
い
じ
め

事
件
を
契
機
に
、
埼
玉
県
は
、
い
じ
め
問

題
対
策
会
議
を
緊
急
に
立
ち
上
げ
、
い
じ

め
は
絶
対
に
許
さ
な
い
、
子
ど
も
た
ち
を

守
る
と
い
う
決
意
の
も
と
、
関
係
機
関
と

の
連
名
に
よ
る
い
じ
め
撲
滅
宣
言
を
発

表
し
た
。

　

い
じ
め
の
防
止
は
学
校
が
中
心
に
な
る

が
、
学
校
現
場
で
は
多
忙
過
ぎ
る
教
師
が

子
ど
も
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
不
足

に
悩
ん
で
い
る
こ
と
や
、
保
護
者
と
の
関

係
で
も
、
い
じ
め
を
し
て
い
る
こ
と
を
疑

う
こ
と
す
ら
人
権
侵
害
だ
と
言
わ
れ
る
実

態
が
あ
る
。

　

岐
阜
県
可
児
市
や
兵
庫
県
小
野
市
で
は

い
じ
め
防
止
条
例
が
全
会
一
致
で
可
決
さ

れ
た
。

　

条
例
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
今
ま

で
努
力
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

や
、
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
が
法
律
で
は
っ
き
り
し
て
く
る
。

学
校
が
中
心
に
な
っ
て
、
子
ど
も
た
ち

や
保
護
者
も
含
め
、
道
徳
な
ど
の
時
間

で
啓
発
を
し
て
い
く
対
策
が
必
要
だ
と

考
え
る
が
、
本
市
の
い
じ
め
防
止
条
例

の
作
成
に
つ
い
て
聞
く
。

◎
市
長　

市
教
育
委
員
会
で
は
、
校
長
会

な
ど
を
通
し
て
、
い
じ
め
の
未
然
防
止
、

早
期
発
見
、
早
期
対
応
の
た
め
の
指
導
体

制
の
確
立
、
教
育
指
導
の
充
実
に
向
け
た

指
導
、
助
言
を
行
っ
て
い
る
。

　

い
じ
め
防
止
に
関
す
る
条
例
は
制
定
し

て
い
な
い
が
、例
え
ば
児
童
虐
待
防
止
に
つ

い
て
は
、児
童
虐
待
防
止
等
に
関
す
る
法
律

に
基
づ
き
、子
ど
も
安
全
課
で
の
対
応
、ま

た
配
偶
者
か
ら
の
暴
力
防
止
に
関
し
て
は
、

配
偶
者
か
ら
の
暴
力
の
防
止
及
び
被
害
者

の
保
護
に
関
す
る
法
律
に
基
づ
き
、政
策
推

進
課
で
対
応
す
る
な
ど
、市
と
し
て
法
の
趣

旨
に
の
っ
と
り
適
切
に
対
応
し
て
い
る
。

　

行
政
に
お
い
て
は
、法
律
や
県
の
条
例
、

そ
し
て
市
の
条
例
な
ど
に
基
づ
い
て
さ
ま

ざ
ま
な
施
策
を
展
開
し
て
い
る
。
条
例
が

な
け
れ
ば
何
も
や
ら
な
い
と
い
う
も
の
で

は
決
し
て
な
い
。「
い
じ
め
を
絶
対
に
許

さ
な
い
」
な
ど
、
い
じ
め
撲
滅
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
は
教
育
委
員
会
と
連
携
し
て

取
り
組
ん
で
い
く
。

◉
吉
川
議
員　

白
血
病
や
再
生
不
良
貧
血

な
ど
の
血
液
難
病
に
苦
し
む
患
者
へ
の
有

効
な
治
療
法
の
一
つ
が
、
造
血
幹
細
胞
移

植
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
造
血
幹
細
胞
移
植
の
潜
在
的

な
需
要
は
年
間
約
５
，
０
０
０
件
と
も
言

わ
れ
、
移
植
を
希
望
す
る
患
者
ニ
ー
ズ
に

応
え
ら
れ
て
い
な
い
。
今
後
、
高
齢
化
な

ど
に
伴
う
移
植
ニ
ー
ズ
の
増
大
に
対
応
す

る
た
め
、
衆
議
院
で
移
植
に
用
い
る
造
血

幹
細
胞
の
適
切
な
提
供
の
推
進
に
関
す
る

法
律
が
成
立
し
た
。

　

造
血
幹
細
胞
移
植
の
治
療
法
は
、患
者
と

医
療
の
ほ
か
に
ド
ナ
ー
と
い
う
提
供
者
が

不
可
欠
で
ド
ナ
ー
が
い
て
初
め
て
成
立
す

る
。し
か
し
、ド
ナ
ー
が
骨
髄
バ
ン
ク
に
登

録
さ
れ
、移
植
希
望
患
者
と
適
合
し
て
も
、

骨
髄
提
供
ま
で
至
ら
な
い
ケ
ー
ス
が
約
４

割
あ
る
。そ
の
理
由
は
、ド
ナ
ー
の
通
院
、入

院
時
の
休
業
補
償
が
な
い
な
ど
、ド
ナ
ー
へ

の
負
担
が
重
い
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。

　

健
康
・
医
療
・
福
祉
都
市
を
目
指
す
本

市
に
お
い
て
、
骨
髄
ド
ナ
ー
の
命
の
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
を
支
援
す
る
ド
ナ
ー
助
成
制
度

を
創
設
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
る

が
、
所
見
を
聞
く
。

◎
健
康
福
祉
部
長　

骨
髄
移
植
は
、
白
血

病
や
再
生
不
良
性
貧
血
な
ど
血
液
難
病
の

有
効
な
治
療
法
の
一
つ
と
さ
れ
て
お
り
、

骨
髄
移
植
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
移
植

を
希
望
す
る
方
と
ド
ナ
ー
の
白
血
球
の
型

が
一
致
す
る
必
要
が
あ
る
。

　

し
か
し
、
移
植
が
実
現
で
き
る
確
率
は

極
め
て
低
い
こ
と
か
ら
、
多
く
の
方
に
骨

髄
バ
ン
ク
へ
ド
ナ
ー
登
録
を
し
て
も
ら
う

こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
骨
髄
提
供
者
が
移

植
す
る
た
め
に
要
す
る
通
院
や
入
院
に
際

し
て
の
休
業
補
償
制
度
も
な
い
こ
と
は
認

識
し
て
い
る
。

　

骨
髄
提
供
や
臓
器
提
供
に
つ
い
て
は
、

善
意
に
基
づ
く
行
為
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
の
助
成
制
度
は
考
え
て
い
な
い
。

一般質問
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西川 和男
公明党

池ノ内秀夫
市政研究会

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
教
育
行
政
に
つ
い
て

●
地
域
振
興
策
の
取
り
組
み
に
つ
い
て

●
エ
ネ
ル
ギ
ー
施
策
に
つ
い
て

交
通
環
境
整
備
に
つ
い
て

◉
西
川
議
員　

朝
の
通
勤
・
通
学
時
間
の
本

町
１
丁
目
交
差
点
、
市
役
所
前
交
差
点
、
中

宗
岡
１
丁
目
交
差
点
を
中
心
に
志
木
駅
方
面

へ
向
か
う
県
道
で
は
、
慢
性
的
な
渋
滞
を
引

き
起
こ
し
て
い
る
。
特
に
通
学
時
間
帯
と
重

な
る
と
、
そ
の
渋
滞
が
著
し
い
。

　

近
年
、
歩
車
分
離
式
信
号
が
設
置
さ
れ
る

交
差
点
も
あ
る
よ
う
で
、
こ
の
調
査
の
検
証

も
必
要
と
思
う
。
安
全
の
観
点
か
ら
も
一
刻

も
早
く
渋
滞
解
消
が
望
ま
れ
る
が
、
渋
滞
緩

和
策
に
つ
い
て
聞
く
。

　

危
険
交
差
点
の
安
全
対
策
の
取
り
組
み
と

し
て
、
中
宗
岡
１
丁
目
の
北
美
町
バ
ス
停
留

所
に
お
け
る
変
則
五
差
路
は
、
そ
こ
に
進
入

す
る
車
両
や
、
交
差
点
内
を
通
行
す
る
歩
行

者
や
自
転
車
が
往
来
す
る
常
に
危
険
な
状
態

に
あ
り
、
地
元
地
域
よ
り
安
全
対
策
を
望
む

声
が
多
い
。

　

大
き
な
事
故
に

つ
な
が
ら
な
い
た

め
に
、
こ
の
よ
う

な
危
険
を
伴
う
交

差
点
に
対
す
る
安

全
対
策
へ
の
取
り

組
み
に
つ
い
て

聞
く
。

◎
都
市
整
備
部
長　

指
摘
さ
れ
た
交
差
点
の

交
通
状
況
に
つ
い
て
は
、
朝
の
通
学
時
間
帯

に
お
い
て
交
差
点
を
横
断
す
る
歩
行
者
や
自

転
車
等
の
通
過
待
ち
の
た
め
、
車
両
の
渋
滞

が
見
ら
れ
る
。
こ
れ
ま
で
の
対
策
と
し
て
、

道
路
管
理
者
で
あ
る
埼
玉
県
で
は
、
中
宗
岡

１
丁
目
交
差
点
の
改
良
や
栄
橋
橋
上
の
右
折

レ
ー
ン
の
確
保
な
ど
を
順
次
実
施
し
て
き

た
。

　

今
後
に
お
い
て
も
、
中
央
通
停
車
場
線
の

拡
幅
整
備
や
宗
岡
公
民
館
前
交
差
点
及
び
中

宗
岡
３
丁
目
交
差
点
の
改
良
を
進
め
、
渋
滞

緩
和
と
交
通
安
全
対
策
を
推
進
し
て
い
く
と

の
こ
と
で
あ
る
。
今
後
も
埼
玉
県
と
連
携
を

図
り
対
応
し
て
い
く
。

　

北
美
町
バ
ス
停
留
所
付
近
の
交
差
点
に
つ

い
て
は
、
変
則
五
差
路
の
交
差
点
で
あ
り
、

こ
れ
ま
で
も
歩
道
や
路
面
標
示
の
設
置
な
ど

対
策
を
講
じ
て
き
た
が
、
さ
ら
な
る
安
全
対

策
は
大
変
難
し
い
状
況
に
あ
る
。

◉
池
ノ
内
議
員　

本
市
の
高
齢
化
率
は
21

パ
ー
セ
ン
ト
に
近
づ
い
て
お
り
、
２
０
２
５

年
に
は
、
27
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
る
と
の
シ

ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
も
あ
る
。

　

高
齢
化
時
代
の
対
応
策
、
障
が
い
者
や
子

ど
も
た
ち
を
含
め
た
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
の
推

進
が
喫
緊
の
課
題
で
は
な
い
か
。
市
内
の
既

存
の
歩
道
は
狭
く
、
車
道
と
歩
道
と
の
境
界

フ
ェ
ン
ス
が
歩
道
中
央
ま
で
傾
い
て
い
た

り
、
電
柱
が
歩
道
に
あ
り
、
路
面
の
損
傷
、

段
差
な
ど
が
見
受
け
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
た
箇
所
を
解
消
す
る
た
め
に
も
、

調
査
、
点
検
を
行
う
な
ど
の
現
況
把
握
を
進

め
る
べ
き
と
考
え
る
。
あ
わ
せ
て
、
狭
小
な

道
路
、
歩
道
等
に
対
す
る
整
備
計
画
を
作
成

す
べ
き
と
考
え
る
が
、
そ
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
聞
く
。

◎
都
市
整
備
部
長　

本
市
で
は
、
平
成
18
年

度
か
ら
歩
車
道
分
離
事
業
を
実
施
し
、
歩
行

者
の
安
全
確
保
と
と
も
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化

に
努
め
て
お
り
、
平
成
24
年
３
月
末
ま
で
の

６
年
間
で
新
た
に
３
，
３
６
０
メ
ー
ト
ル
の

歩
道
整
備
を
行
っ
た
。

　

ま
た
、
施
工
方
法
に
つ
い
て
は
、
車
道
と

歩
道
を
段
差
の
な
い
、
い
わ
ゆ
る
フ
ラ
ッ
ト

型
で
整
備
し
、
バ
リ
ア
フ
リ
ー
化
に
努
め
て

い
る
。

　

既
存
歩
道
の
舗
装
や
フ
ェ
ン
ス
等
の
損

傷
、
段
差
な
ど
に
対
す
る
計
画
的
な
整
備
に

つ
い
て
は
、
通
学
路
の
安
全
総
点
検
や
市
民

か
ら
の
要
望
な
ど
に
よ
り
危
険
箇
所
を
把
握

し
、
優
先
度
の
高
い
と
こ
ろ
か
ら
補
修
を

行
っ
て
い
る
。

　

今
後
は
、道
路
パ
ト
ロ
ー
ル
な
ど
に
よ
り
、

定
期
的
に
現
況
把
握
を
す
る
と
と
も
に
、
高

齢
者
や
障
が
い
者
、
子
ど
も
た
ち
な
ど
誰
も

が
安
心
・
安
全
に
歩
行
で
き
る
よ
う
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
に
努
め
て
い
く
。

バ
リ
ア
フ
リ
ー
の
取
り
組
み
と

整
備
に
つ
い
て

北美町バス停付近
五差路交差点

歩車道分離事業
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河野 芳徳
しきの会

磯野 晶子
公明党

◎
市
民
生
活
部
長　

本
市
で
は
、
埼
玉
県
を

は
じ
め
、
近
隣
自
治
体
や
民
間
事
業
者
な
ど

21
の
団
体
と
防
災
に
関
す
る
協
定
を
締
結
し

て
い
る
。

　

埼
玉
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
の
防
災
に
関

す
る
協
定
の
締
結
に
つ
い
て
は
、
埼
玉
県
が

災
害
時
に
建
物
の
被
害
状
況
の
調
査
を
目
的

に
応
急
危
険
度
判
定
制
度
を
設
け
て
お
り
、

本
市
で
も
57
人
が
登
録
さ
れ
て
お
り
、
周
知

活
用
を
図
っ
て
い
く
。

　

ま
た
、
ヤ
フ
ー
㈱
と
の
防
災
協
定
に
つ

い
て
は
、
災
害
時
に
お
け
る
市
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
を
分
散
で
き
る
な
ど
の
メ

リ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
導
入
を
さ
れ
て

い
る
自
治
体
の
意
見
も
参
考
に
考
え
て
い
く
。

　

災
害
時
に
お
け
る
物
資
の
供
給
に
関
す
る

協
定
を
締
結
し
て
い
る
ダ
イ
エ
ー
志
木
店
が

７
月
末
に
営
業
を
終
了
す
る
が
、
市
と
し
て

は
、
市
内
の
大
型
店
舗
な
ど
を
中
心
に
新
た

に
協
定
を
結
び
、
災
害
時
の
食
料
や
生
活
物

資
な
ど
が
十
分
確
保
で
き
る
よ
う
対
応
し
て

い
く
。

軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
の
補
聴

器
購
入
費
用
の
助
成
に
つ
い
て

◉
磯
野
議
員　

身
体
障
害
者
福
祉
法
で
両
耳

の
聴
力
が
70
デ
シ
ベ
ル
以
上
を
高
度
聴
覚
障

が
い
者
と
し
て
い
る
。
中
等
度
の
難
聴
は
70

デ
シ
ベ
ル
か
ら
41
デ
シ
ベ
ル
で
、
普
通
の
声

が
聞
き
に
く
い
状
態
、
軽
度
の
難
聴
は
40
デ

シ
ベ
ル
か
ら
26
デ
シ
ベ
ル
で
、
騒
音
下
や
10

名
程
度
の
会
話
の
理
解
が
困
難
で
あ
る
。

　

高
度
聴
覚
障
が
い
者
に
は
障
害
者
手
帳
が

交
付
さ
れ
、
原
則
１
割
負
担
で
補
聴
器
を
購

入
で
き
る
が
、
中
等
度
・
軽
度
の
聴
覚
障
が

い
者
に
は
障
害
者
手
帳
が
交
付
さ
れ
ず
、
全

額
自
己
負
担
に
な
っ
て
い
る
。

　

補
聴
器
は
、
機
種
に
よ
っ
て
は
片
耳
だ
け

で
も
10
万
円
以
上
す
る
な
ど
高
額
で
耐
用
年

数
も
５
年
と
短
い
た
め
経
済
的
な
負
担
も
大

き
い
。

　

埼
玉
県
は
障
害
者
手
帳
を
交
付
さ
れ
て
い

な
い
軽
度
・
中
等
度
の
18
歳
未
満
の
難
聴
児

に
補
聴
器
購
入
費
を
県
と
市
で
３
分
の
１
ず

つ
負
担
し
、
残
り
の
３
分
の
１
を
自
己
負
担

と
す
る
仕
組
み
を
新
規
事
業
と
し
て
平
成
24

年
度
に
打
ち
出
し
た
が
、
市
の
取
り
組
み
に

つ
い
て
聞
く
。

◎
健
康
福
祉
部
長　

県
で
は
今
年
度
よ
り
身

体
障
害
者
手
帳
の
交
付
対
象
と
な
ら
な
い
18

歳
未
満
の
軽
度
・
中
等
度
の
難
聴
児
に
対
す

る
補
聴
器
の
購
入
費
用
を
助
成
す
る
事
業
を

始
め
た
。

　

本
市
に
お
い
て
も
、
県
の
補
助
事
業
を
活

用
し
、
難
聴
の
子
ど
も
た
ち
が
支
障
な
く
言

語
を
習
得
す
る
と
と
も
に
、
健
全
に
成
長
で

き
る
よ
う
補
聴
器
購
入
費
用
の
助
成
に
向
け

て
準
備
を
進
め
て
い
る
。

◉
河
野
議
員　

大
規
模
災
害
発
生
時
に
は
被

災
自
治
体
の
対
応
能
力
が
低
下
す
る
。

　

東
松
山
市
は
、
市
内
の
家
屋
調
査
や
市
が

発
行
す
る
罹
災
証
明
、
市
民
か
ら
の
相
談
な

ど
の
災
害
時
の
家
屋
被
害
認
定
に
対
応
す
る

た
め
、
埼
玉
土
地
家
屋
調
査
士
会
と
支
援
協

定
を
結
ん
だ
。

　

ま
た
、震
災
後
、公
共
機
関
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
へ
の
ア
ク
セ
ス
集
中
に
よ
り
閲
覧
し
づ
ら

い
状
況
が
発
生
し
た
。

　

ヤ
フ
ー
㈱
と
連
携
し
て
、
ア
ク
セ
ス
の
負

荷
軽
減
等
を
目
的
に
災
害
時
応
援
協
定
を
締

結
す
る
考
え
は
な
い
か
。
こ
の
協
定
の
締
結

は
無
料
で
あ
り
、
ふ
じ
み
野
市
、
川
越
市
が

協
定
を
結
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
ダ
イ
エ
ー
志
木
店
が
平
成
25
年

７
月
末
で
撤
退
す
る
こ
と
が
決
ま
っ
て
お

り
、
現
在
、
災
害
時
応
援
協
定
を
締
結
し

て
い
る
と
の
こ
と
だ
が
、
今
後
の
食
料
支

援
な
ど
は
ど
の
よ
う
な
団
体
と
協
定
を
締

結
し
て
い
く
の
か
聞
く
。

災
害
支
援
協
定
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
町
内
会
加
入
促
進
に
つ
い
て

●
生
活
保
護
に
つ
い
て

●
生
活
困
窮
者
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
原
子
力
以
外
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
発
電
し
た

電
気
供
給
販
売
の
Ｐ
Ｐ
Ｓ
（
特
定
規
模
電

気
事
業
者
）
に
見
直
し
を
す
る
考
え
は
な

い
か
に
つ
い
て

●
成
年
後
見
制
度
に
つ
い
て
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香川 武文
しきの会

内山 純夫
民主党

志木市公共施設予約システム

志
木
市
の
将
来
像
に
つ
い
て

◉
内
山
議
員　

今
年
度
の
施
政
方
針
に
、
こ

れ
か
ら
は
「
地
域
主
権
を
め
ざ
し
た
持
続
可

能
な
自
治
改
革
の
推
進
」と
書
か
れ
て
い
る
。

　

地
方
公
共
団
体
が
、
中
央
集
権
の
出
先
機

関
で
は
な
く
、
独
立
し
た
地
方
自
治
体
と
し

て
運
営
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
確

か
な
か
じ
取
り
が
問
わ
れ
始
め
て
い
る
。
社

会
の
需
要
、
要
請
に
応
じ
て
よ
り
よ
い
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
そ
こ
で
本
市
の
10
年
、
15
年
後
の
将
来

像
と
し
て
次
の
こ
と
を
聞
く
。

１
、
発
展
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
、
生
産
年
齢

人
口
の
問
題
を
ど
の
よ
う
に
考
え
る
の
か

２
、
高
齢
者
が
住
み
や
す
い
ま
ち
づ
く
り
に

つ
い
て

３
、
安
心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

４
、
裕
福
な
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

５
、
出
産
・
子
育
て
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て

６
、
財
政
力
の
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
つ
い
て

◎
市
長　

本
市
で
は
、
第
４
次
志
木
市
総
合

振
興
計
画
に
基
づ
き
、
計
画
的
に
市
政
を
推

進
し
て
い
る
。

　

こ
の
基
本
構
想
の
策
定
に
当
た
り
、
市
民

意
識
調
査
や
幅
広
い
分
野
か
ら
市
民
に
参
画

を
い
た
だ
い
た
。

　

そ
し
て
、
目
指
す
べ
き
市
の
将
来
都
市
像

を
「
み
ん
な
で
創
る
、み
ん
な
の
ふ
る
さ
と
、

輝
く
志
木
市
」
と
し
、
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
、「
新
た
な
住
民
自
治
を
進
め
る
ま
ち
づ

く
り
」「
健
康
で
や
さ
し
さ
あ
ふ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
」「
安
心
で
安
全
に
暮
ら
せ
る
活
力

あ
る
ま
ち
づ
く
り
」「
自
然
と
調
和
し
た
快

適
な
ま
ち
づ
く
り
」「
心
豊
か
な
人
と
文
化

を
育
む
ま
ち
づ
く
り
」
を
基
本
目
標
に
設
定

し
た
。

　

ま
た
、
介
護
保
険
事
業
計
画
、
高
齢
者
保

健
福
祉
計
画
、
い
ろ
は
子
育
て
プ
ラ
ン
、
一

般
廃
棄
物
処
理
基
本
計
画
な
ど
、
分
野
ご
と

に
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
具
体
的
な

目
標
値
を
定
め
、
施
策
を
進
め
て
い
る
。　

　

今
後
も
総
合
振
興
計
画
や
各
種
マ
ス
タ
ー

プ
ラ
ン
に
お
い
て
目
指
す
べ
き
本
市
の
姿
と

目
標
値
を
定
め
、
計
画
的
な
行
政
運
営
を
進

め
て
い
く
。

◉
香
川
議
員　

本
市
の
公
共
施
設
予
約
シ
ス

テ
ム
は
平
成
17
年
に
導
入
さ
れ
、
利
用
者
が

パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電
話
を
通
じ
て
各
施
設
の

空
き
状
況
の
確
認
や
予
約
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
。

　

導
入
直
後
は
、
市
民
か
ら
一
定
の
評
価
を

得
て
い
た
が
、
導
入
後
８
年
が
経
過
し
よ
う

と
す
る
現
在
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
を

図
ろ
う
と
し
て
い
る
本
市
に
お
い
て
、
現
行

の
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
残
念
な
が
ら

利
用
者
の
満
足
を
十
分
に
得
ら
れ
て
お
ら

ず
、
利
用
者
か
ら
改
善
を
望
む
声
が
あ
る
。

　

市
民
会
館
パ
ル
シ
テ
ィ
を
例
に
す
る
と
、

予
約
す
る
場
合
、
各
部
屋
の
定
員
数
の
情
報

が
な
い
。

　

ま
た
、
す
べ
て
の
部
屋
の
予
約
状
況
が
一

目
で
確
認
で
き
な
い
た
め
、
い
ち
い
ち
各
部

屋
の
予
約
状
況
を
開
い
て
か
ら
確
認
を
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
く
な
り
、
時
間
と
手
間
が
か

か
る
。
最
終
的
に
ど
の
部
屋
も
予
約
で
き
な

か
っ
た
と
き
の
落
胆
と
腹
立
た
し
さ
は
耐
え

が
た
い
と
の
市
民
の
声
が
あ
る
。
他
の
施
設

も
同
様
に
改
善
を
求
め
る
声
が
あ
る
。

　

常
に
利
用
者
に
と
っ
て
利
便
性
の
よ
い

シ
ス
テ
ム
が
必
要
と
考
え
る
が
、
今
後
の

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
い

て
聞
く
。

◎
企
画
部
長　

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
を

導
入
す
る
前
は
、
施
設
の
窓
口
に
予
約
者
が

早
朝
か
ら
並
ぶ
と
い
っ
た
状
況
も
あ
っ
た

が
、
こ
の
シ
ス
テ
ム
の
導
入
に
よ
り
そ
れ
も

解
消
さ
れ
、
複
数
の
施
設
の
空
き
状
況
が
確

認
で
き
て
便
利
に
な
っ
た
な
ど
、
好
意
的
な

意
見
を
い
た
だ
い
て
い
た
が
、
一
部
の
利
用

者
か
ら
は
、
シ
ス
テ
ム
の
使
い
方
が
わ
か
り

づ
ら
い
と
い
っ
た
意
見
も
あ
る
。

　

現
在
の
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
は
、
長

期
継
続
契
約
を
結
ん
で
お
り
、
シ
ス
テ
ム
の

根
幹
に
か
か
わ
る
よ
う
な
改
修
は
難
し
い
。

　

し
か
し
、来
年
度
は
、予
約
状
況
の
画
面
が

１
週
間
分
一
度
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
改
修
す

る
な
ど
、
可
能
な
部
分
の
シ
ス
テ
ム
修
正
を

行
っ
て
い
く
。
ま
た
、
会
議
室
の
定
員
数
な

ど
も
表
示
で
き
る
か
ど
う
か
考
え
て
い
く
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の

改
善
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
下
水
道（
汚
水
）の
整
備
向
上
に
つ
い
て
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高浦 康彦
日本共産党

鈴木 　潔
しきの会

平
成
25
年
度
予
算
編
成
に

つ
い
て

◉
鈴
木
議
員　
「
敬
老
会
の
式
典
会
場
に
市

の
旗
、国
旗
が
掲
揚
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
が
、

ど
う
し
て
な
の
か
」、「
敬
老
会
の
看
板
に
一

礼
し
て
か
ら
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
。
お
か

し
い
の
で
は
な
い
か
」
と
い
う
素
朴
な
質
問

が
市
民
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
。

　

ま
た
、「『
戦
後
の
混
乱
期
を
皆
さ
ん
の
ご

尽
力
で
き
ょ
う
の
日
本
国
の
繁
栄
が
あ
る
』

と
い
う
あ
い
さ
つ
を
し
て
い
た
が
、市
の
旗
、

国
旗
の
な
い
会
場
で
は
あ
り
が
た
み
が
薄

く
、
私
は
厳
粛
な
気
持
ち
に
な
れ
な
い
」
と

も
言
っ
て
い
た
。

　

本
市
の
公
式
な
式
典
の
統
一
マ
ニ
ュ
ア
ル

は
な
い
の
か
。
な
い
の
で
あ
れ
ば
、
市
民
の

意
見
に
も
あ
る
よ
う
に
、
公
式
な
式
典
で
は

マ
ニ
ュ
ア
ル
に
基
づ
い
て
職
員
の
意
識
の
共

有
及
び
附
属
品
の
整
備
な
ど
に
き
ち
ん
と
対

応
し
て
、
厳
粛
な
気
持
ち
で
臨
む
こ
と
が
大

切
で
あ
る
と
考
え
る
が
、
市
主
催
の
式
典
の

開
催
方
法
に
つ
い
て
聞
く
。

◎
企
画
部
長　

市
で
は
、敬
老
会
を
は
じ
め
、

市
政
功
労
者
表
彰
式
典
や
成
人
式
な
ど
さ
ま

ざ
ま
な
催
し
を
開
催
し
て
い
る
。

　

開
催
に
当
た
っ
て
は
、
必
要
物
品
や
各
係

の
役
割
分
担
表
、
進
行
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
会

場
レ
イ
ア
ウ
ト
図
な
ど
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当

課
が
そ
の
運
営
に
必
要
な
資
料
を
作
成
し
、

準
備
を
進
め
て
い
る
。
式
典
な
ど
を
円
滑
に

運
営
し
て
い
く
た
め
に
は
、
担
当
者
は
も
ち

ろ
ん
の
こ
と
、
運
営
に
か
か
わ
る
す
べ
て
の

職
員
が
、
催
し
の
内
容
を
十
分
に
理
解
し
た

上
で
、
常
に
互
い
に
確
認
し
、
進
め
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

今
後
に
お
い
て
は
、
指
摘
を
十
分
に
踏
ま

え
、さ
ら
な
る
職
員
の
意
識
啓
発
に
努
め
る
。

だ
れ
も
が
安
心
・
安
全
を
実
感
で
き
、
歩

い
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
す
る
こ
と
。

３
、
子
ど
も
た
ち
が
将
来
に
向
か
っ
て
夢
を

は
ぐ
く
む
こ
と
が
で
き
る
よ
う
な
教
育
環

境
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
。

４
、
市
庁
舎
の
耐
震
化
に
向
け
た
整
備
方
針

の
策
定
を
進
め
、
公
共
施
設
全
体
の
最
適

化
を
図
る
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
手

法
を
取
り
入
れ
る
こ
と
。

５
、
す
べ
て
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
例
外
な

く
見
直
し
を
行
う
こ
と
。

　

以
上
、
少
子
・
超
高
齢
社
会
に
対
応
し
、

本
市
に
暮
ら
し
て
い
れ
ば
安
心
・
安
全
に
生

活
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
る
。

　

ま
た
、
公
共
料
金
は
、
来
年
度
も
引
き
続

き
、
現
行
の
税
率
、
料
率
を
も
と
に
予
算
編

成
を
行
っ
て
い
る
。

志
木
市
主
催
式
典
に
つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
地
域
防
災
計
画
の
策
定
に
つ
い
て

●
正
規
職
員
、
臨
時
職
員
の
待
遇
改
善
、
定

数
管
理
等
に
つ
い
て

●
公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム
の
改
善
に
つ
い
て

●
マ
ン
シ
ョ
ン
問
題
無
料
相
談
窓
口
の
開
設

に
つ
い
て

◉
高
浦
議
員　

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守
り
、

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
市
民
の
負
担
軽
減
、

経
済
発
展
な
ど
を
反
映
し
た
平
成
25
年
度
の
予

算
編
成
に
期
待
し
、次
の
項
目
に
つ
い
て
聞
く
。

　

庁
舎
や
そ
の
他
の
公
共
事
業
耐
震
化
計
画

は
、
公
共
施
設
安
心
・
安
全
化
計
画
に
基
づ

き
進
め
ら
れ
て
い
る
が
、
対
象
と
す
る
施
設

は
、
建
築
物
で
44
施
設
78
棟
、
橋
梁
は
６
橋

梁
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
公
共
施
設

耐
震
化
計
画
の
現
状
と
進
捗
状
況
、
並
び
に

来
年
度
の
計
画
に
つ
い
て
。

　

福
祉
・
医
療
・
教
育
・
産
業
の
充
実
、
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
つ
い
て
の
市
民
病
院
の

経
営
と
予
算
編
成
に
つ
い
て
。

　

平
成
19
年
度
の
財
政
非
常
事
態
宣
言
後
に

公
共
料
金
が
引
き
上
げ
ら
れ
、
市
民
へ
の
負
担

は
大
き
い
ま
ま
で
あ
る
。
現
在
の
財
政
状
況
は

改
善
さ
れ
、
財
政
調
整
基
金
は
過
去
最
高
額
と

な
っ
て
い
る
が
公
共
料
金（
国
民
健
康
保
険
税
、

上
下
水
道
料
金
等
）の
引
き
下
げ
に
つ
い
て
。

◎
総
務
部
長　

平
成
25
年
度
の
予
算
に
つ
い

て
は
、
市
長
か
ら
各
部
局
長
に
、
５
点
の
予

算
編
成
方
針
を
通
知
し
た
。

１
、
市
民
病
院
の
経
営
形
態
の
見
直
し
を
着

実
に
行
う
こ
と
。

２
、
少
子
・
超
高
齢
社
会
に
向
け
て
地
域
の

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
志
木
市
の
教
育
に
つ
い
て

●
学
校
行
事
に
つ
い
て

●
水
道
料
金
に
つ
い
て
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水谷 利美
日本共産党

天田いづみ
リベラル市民２１

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
予
防
・
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

●
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構
築
に
つ
い
て

●
教
育
活
動
へ
の
支
援
に
つ
い
て

の
１
時
間
当
た
り
の
駐
車
台
数
は
ピ
ー
ク
時

で
96
台
と
の
こ
と
で
あ
る
。
車
両
の
出
入
り

口
は
宮
戸
橋
通
り
側
に
２
か
所
、
通
学
路
側

に
２
か
所
と
の
こ
と
で
あ
る
。

◎
都
市
整
備
部
長　

宅
地
等
の
開
発
及
び
中

高
層
建
築
物
の
建
築
に
関
す
る
指
導
要
綱
に

基
づ
く
事
前
協
議
申
請
書
が
提
出
さ
れ
、
関

係
各
課
と
事
前
協
議
を
行
っ
て
い
る
。
歩
道

の
設
置
に
つ
い
て
も
協
議
し
て
い
く
。

◎
教
育
政
策
部
次
長　

通
学
路
に
つ
い
て

は
、
児
童
生
徒
の
安
全
確
保
が
図
ら
れ
る
よ

う
に
協
議
す
る
。

◉
水
谷
議
員　

㈱
ヤ
オ
コ
ー
の
出
店
が
、
よ

う
や
く
動
き
出
し
、一
安
心
を
し
て
い
る
が
、

こ
の
地
域
は
交
通
量
が
多
く
、
非
常
に
危
険

で
あ
る
。
㈱
ヤ
オ
コ
ー
の
店
舗
の
面
積
と
駐

車
台
数
に
つ
い
て
聞
く
。

　

１
日
の
来
客
数
に
つ
い
て
、
そ
の
う
ち
車

で
の
来
客
は
ど
の
程
度
か
。
ま
た
道
路
か
ら

店
舗
駐
車
場
へ
の
車
両
の
出
入
り
口
は
ど
こ

に
設
け
ら
れ
る
の
か
。
大
規
模
小
売
店
舗
法

に
基
づ
く
説
明
会
等
の
日
程
は
い
つ
か
。　

さ
ら
に
通
学
路
と
し
て
使
用
さ
れ
る
道
路
の

安
全
対
策
と
歩
道
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の

対
応
策
に
つ
い
て
聞
く
。

◎
市
民
生
活
部
長　

㈱
ヤ
オ
コ
ー
と
の
大

規
模
小
売
店
舗
の
新
設
に
係
る
交
通
協
議

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
が
通
学
路
や
車

の
進
入
方
法
の
問
題
な
ど
出
店
に
伴
う
周

辺
地
域
へ
の
生
活
環
境
の
保
持
に
つ
い
て

協
議
を
行
っ
た
。

　

説
明
会
に
つ
い
て
は
、
１
月
を
予
定
し
て

い
る
と
の
こ
と
で
、
出
店
に
伴
っ
て
周
辺
地

域
へ
の
生
活
環
境
の
保
持
の
観
点
か
ら
本
市

も
協
議
の
内
容
を
踏
ま
え
、
意
見
書
を
提
出

し
て
い
く
。

　

駐
車
台
数
は
届
出
書
に
よ
る
と
71
台
で
あ

り
、
来
客
者
数
は
約
１
，
５
０
０
人
、
車
で

◉
天
田
議
員　

市
民
福
祉
常
任
委
員
会
で
、

山
口
県
宇
部
市
の
障
害
者
就
労
ワ
ー
ク
ス

テ
ー
シ
ョ
ン
を
視
察
し
た
。
宇
部
市
は
平
成

22
年
度
か
ら
障
害
者
就
労
ワ
ー
ク
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
を
庁
舎
内
に
設
置
し
て
、
障
が
い
者

の
雇
用
と
就
労
支
援
施
策
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

現
在
は
、
障
害
福
祉
課
職
員
３
人
が
他
の

業
務
を
こ
な
し
な
が
ら
支
援
員
と
し
て
、
６

人
の
知
的
・
精
神
障
が
い
者
が
依
頼
を
受
け

た
業
務
を
一
括
処
理
す
る
部
署
と
し
て
支
援

し
て
い
る
。

　

支
援
員
の
職
員
が
就
職
支
援
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
に
、
み
ず
か
ら
ジ
ョ
ブ
コ
ー

チ
養
成
研
修
を
受
け
、
担
当
主
査
は
第
２
号

ジ
ョ
ブ
コ
ー
チ
と
し
て
従
事
し
て
い
る
と
の

こ
と
で
あ
る
。

　

本
市
の
障
が
い
者
就
労
支
援
に
つ
い
て
、

ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
し
き
就
労
支
援
セ
ン
タ
ー

の
、
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
考

え
て
い
る
か
聞
く
。

◎
健
康
福
祉
部
長　

本
市
で
は
市
役
所
１
階

の
ジ
ョ
ブ
ス
ポ
ッ
ト
し
き
就
労
支
援
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
市
の
就

労
支
援
員
、
福
祉
課
が
連
携
し
、
障
が
い
者

や
生
活
困
窮
者
へ
の
就
労
支
援
と
職
業
紹
介

を
実
施
し
て
い
る
。
就
労
実
績
は
、
障
が
い

者
26
名
、
生
活
保
護
者
86
名
で
あ
る
。

　

障
が
い
者
の
雇
用
に
つ
い
て
は
、
４
月
か

ら
法
定
雇
用
率
が
適
用
さ
れ
る
事
業
者
が
拡

大
さ
れ
る
ほ
か
雇
用
率
が
引
き
上
げ
ら
れ

る
。
こ
の
こ
と
は
障
が
い
者
の
就
労
促
進
に

つ
な
が
る
一
方
で
、
企
業
側
か
ら
不
安
の
声

を
聞
く
。
障
が
い
者
と
企
業
が
求
め
る
人
材

と
の
ミ
ス
マ
ッ
チ
な
ど
、
課
題
も
山
積
し
て

い
る
。

　

こ
う
し
た
課
題
の
解
消
に
向
け
、
就
労
を

希
望
す
る
障
が
い
者
の
特
性
に
合
っ
た
支
援

を
行
う
と
と
も
に
、
就
労
し
た
障
が
い
者
と

企
業
を
継
続
的
に
フ
ォ
ロ
ー
す
る
こ
と
な

ど
、
就
労
の
継
続
と
拡
大
を
推
進
し
て
い
き

た
い
と
考
え
て
い
る
。

ヤ
オ
コ
ー
出
店
に
つ
い
て

障
が
い
者
等
の
就
労
支
援
に

つ
い
て

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
道
路
整
備
に
つ
い
て

●
ダ
イ
エ
ー
の
閉
店
に
伴
う
影
響
に
つ
い
て

●
子
ど
も
医
療
費
の
助
成
に
つ
い
て

●
市
民
病
院
に
つ
い
て

㈱ヤオコー建設予定地
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小山 幹雄
しきの会

◉
小
山
議
員　

市
役
所
敷
地
内
は
全
面
禁
煙

で
あ
り
、
休
憩
時
間
な
ど
に
職
員
は
新
河
岸

川
の
土
手
で
喫
煙
し
て
い
る
。
こ
れ
を
見
た

市
民
か
ら
非
常
に
見
苦
し
い
と
い
う
意
見
が

あ
っ
た
。

　

ま
た
、来
庁
者
に
喫
煙
場
所
を
尋
ね
ら
れ
、

「
土
手
で
吸
っ
て
く
だ
さ
い
」
と
答
え
、
恥

ず
か
し
い
思
い
を
し
た
と
の
職
員
の
声
が
あ

る
。

　

本
市
で
は
市
役
所
を
は
じ
め
全
て
の
公
共

施
設
で
全
面
禁
煙
に
な
っ
て
い
る
が
、
市
民

会
館
と
八
ヶ
岳
自
然
の
家
に
は
喫
煙
場
所
が

あ
る
の
は
な
ぜ
か
。

　

平
成
23
年
度
の
本
市
の
た
ば
こ
税
は

３
億
１
，
４
３
３
万
円
で
他
の
市
税
が
減
少

し
て
い
る
中
、
た
ば
こ
税
は
２
，
６
６
９
万

円
増
え
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
庁
舎
裏
の
元
バ
ス
車

庫
に
分
煙
機
を
設
置
し
、
喫
煙
場
所
を
設
け

る
考
え
は
な
い
か
聞
く
。

◎
市
長　

本
市
で
は
、
受
動
喫
煙
の
防
止
を

推
進
す
る
た
め
平
成
23
年
５
月
31
日
の
世
界

禁
煙
デ
ー
か
ら
、
市
庁
舎
を
は
じ
め
市
内
の

小
・
中
学
校
や
市
民
体
育
館
な
ど
本
市
の
公

共
施
設
す
べ
て
に
お
い
て
終
日
全
面
禁
煙
を

実
施
し
た
。

　

受
動
喫
煙
防
止
に
つ
い
て
健
康
増
進
法
第

25
条
に
学
校
、
体
育
館
、
病
院
、
官
公
庁
、

施
設
、
そ
の
他
多
数
の
者
が
利
用
す
る
施
設

を
管
理
す
る
者
は
、
こ
れ
ら
を
利
用
す
る
者

に
つ
い
て
受
動
喫
煙
を
防
止
す
る
た
め
に
必

要
な
措
置
を
講
ず
る
よ
う
に
努
め
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
法
の
趣
旨
か
ら
も
、
受
動
喫
煙
防
止

を
徹
底
す
る
こ
と
は
施
設
を
管
理
す
る
者
と

し
て
の
責
務
で
あ
る
と
認
識
を
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
本
市
で
推
進
を
し
て
い
る
「
空
気

も
お
い
し
い
お
店
」
事
業
に
つ
い
て
も
協
力

店
舗
が
増
え
、
禁
煙
の
理
解
が
進
ん
で
い
る

と
認
識
を
し
て
い
る
。

そ
の
他
の
質
問
項
目

●
路
線
バ
ス
に
つ
い
て

●
公
衆
ト
イ
レ
の
設
置
に
つ
い
て

●
交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て

喫
煙
問
題
に
つ
い
て

議会からのお知らせ

月　日 会議の内容
２月21日（木） 開　　　会
２月22日（金） 議案調査日
２月25日（月） 議案調査日
２月26日（火） 総 括 質 疑
２月27日（水） 総 括 質 疑
２月28日（木） 議案調査日
３月 １ 日（金） 議案調査日
３月 ４ 日（月） 常任委員会
３月 ５ 日（火） 常任委員会
３月 ６ 日（水) 常任委員会
３月 ７ 日（木） 常任委員会
３月 ８ 日（金） 議案調査日
３月11日（月） 議案調査日
３月12日（火） 一 般 質 問
３月13日（水） 一 般 質 問
３月14日（木） 一 般 質 問
３月15日（金） 議案調査日
３月18日（月） 議案調査日
３月19日（火） 閉　　　会

平成25年第１回(3月)定例会の会期日程（案）
支出日 件　　　名 支出額

10月10日 小畑重美元町議会議員葬儀香典 10,000円

10月10日 小畑重美元町議会議員葬儀生花 15,000円

10月21日 平成24年度
隊友会・自衛隊父兄会合同懇親会 5,000円

10月28日 民謡光良会発表会 5,000円

11月10日 志木食品衛生協会50周年記念式典 5,000円

12月21日 平成24年度
志木市町内会連合会役員懇親会 7,000円

12月23日 内山純夫市議会議員尊父葬儀香典 10,000円

12月23日 内山純夫市議会議員尊父葬儀生花 15,750円

※日程は予定であり、変更になることがあります

議長交際費 平成24年10月～12月

市議会の傍聴にぜひお越しください
　市議会は、一般に公開され、どなたでも傍聴するこ
とができます。傍聴は、市議会活動に触れることがで
きる身近な方法ですので、ぜひ、
傍聴にお越しください。傍聴席は、
一般席（70席）、車いす席があり
ます。傍聴する場合は、受付で住
所・氏名を記入していただきます。
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【視察の主な内容報告】
　門司病院の指定管理者導入は、成功事例と言っても過言ではない。
病院経営形態を見直すにあたっては、行政がいかなるビジョンを掲げ、
出張講座やアンケートの実施などの市民ニーズを把握し、地域医師会
との連携を軸に議論する必要があるだろう。
　広報紙は、読みづらい、おもしろくないなどのイメージが強いが、
宮若市では、読みやすさを追求しているとのこと。また、広報担当は、
編集にあたり自己満足に陥りやすいが、宮若市では「読み手の立場」
を重視し、市民満足度という観点からアンケートをとっており、読者
率80パーセントを超える点は特筆すべき点であるといえる。

【視察の主な内容報告】
　障害者就労ワークステーションは、市が、働く意欲のある障がい者
を臨時職員として率先して雇用することにより、障がい者の自立と民
間の障がい者雇用の促進を図る目的で設置された。現在、６人の障が
い者が働いており、障害福祉課職員の支援員を介して庁内各課から依
頼を受けた業務を処理している。業務を依頼する課の反応も、お試し

からリピーターとなりつつあり、職員の時間外勤務が軽減されているなどの効果があるとのことである。
　尾道市の地域包括ケアシステムは、３つの基幹病院、在宅の主治医、社協、民生委員協議会等で成り立っ
ている。また、地域包括支援センターでは、「大変だけど不幸せでない地域」をめざし、地域力を2025年に
向け維持できるかが重要だと考えているとのことである。

【視察の主な内容報告】
　放課後パワーアップ教室は、基礎学力の定着と向上を目的とし、火
曜日の放課後に１時間実施している。児童、保護者からも効果や期待
の声が聞かれ、実際に成果としてあらわれている。この事業は、子ど
もの学習機会の格差の解消になり、学習習慣を身につけさせ、学力を
向上させるすばらしい事業であると感じた。
　大村市の小・中学校では、計21校すべてに太陽光発電設備を備えて
いる。その効果で、真夏の日差しをよける場所の確保や太陽光による
発電で、全普通教室に扇風機を４台ずつ設置している。エコスクール
を実施した効果として、子どもが自宅で親に太陽光発電の話をするな
ど市民向けの啓発になったとのことである。

総務常任委員会行政視察報告　　　平成24年10月30日(火)～11月１日(木）

市民福祉常任委員会行政視察報告　　　平成24年10月31日(水)～11月２日(金)

文教都市常任委員会行政視察　　　 平成24年10月22日(月)～24日(水）

福岡県北九州市での視察の様子

山口県宇部市での視察の様子

長崎県大村市での視察の様子

　◉福岡県北九州市　門司病院における指定管理者導入の経緯について
　◉福岡県宮若市　　市民に読んでもらえる広報づくりについて
　◉福岡県古賀市　　入札監視委員会について

　◉山口県宇部市　障害者就労ワークステーションについて
　◉山口県山口市　夢のみずうみ村について
　◉広島県尾道市　地域包括支援センターについて

　◉熊本県人吉市　放課後パワーアップ教室について
　◉佐賀県武雄市　公立図書館の運営について　市民会議による庁舎建て替えの検討について
　◉長崎県大村市　環境を配慮した学校施設事業（エコスクール）について
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志木市立市民病院の経営形態見直しに関し、
※民間移譲に向けて迅速な対応を求める決議　

   平成24年第３回定例会において提案された、市民病院の経営形態について指定管理者を導入
することができる「志木市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」は賛成少数を
もって否決されたところである。
　その後、「志木市立市民病院の事業経営形態の見直しにおける、さらなる議論構築に向けての
決議」を踏まえ、議会と執行部との間で計３回の議論が全員協議会の場を通じて行われた。
　一連の議論では、市民病院を存続させることについては、議会と執行部は認識を共有している
ものの、経営形態については指定管理者制度の導入ではなく、即刻民間移譲とする意見が議会の
多勢を占めたことは周知の事実である。
　しかしながら、平成24年第４回定例会において、１年間という期間を設けたものの、再度市
は第３回定例会と同様の条例案を提案し、議会の意思は依然として反映されていないことが明ら
かとなった。
　平成25年度においても、市民病院を直営する場合、一般会計から相当の財政投入が伴うこと
が予想され、直営であっても市民病院の継続的な運営が不透明であるとの見解を、市自らが示し
ている状況にあって、もはや決断の先送りは許されず、今後迅速に経営形態見直しに向けての対
策が講じられなければ、行政の不作為にも通じかねない。
　市民病院の経営形態見直しについて、現状において民間移譲することは民意として捉えられな
くてはならず、改めて「志木市病院事業の設置等に関する条例の一部を改正する条例」が否決さ
れた事実を踏まえ、執行部は、下記事項について速やかに必要な措置を講じられたい。
　
　１．市は、市民病院の民間移譲に向けて、平成24年度中に「志木市病院事業の設置等に関す
　　　る条例を廃止する条例」を提案すること。
　２．市は、平成25年度中迅速に、市民病院の民間移譲に向けて必要な措置を講ずること。
　３．市は、市民病院の経営形態を遅くとも平成26年４月１日より民間移譲とすること。
　４．市は、上記課題に対し、これまで以上の説明責任を果たすこと。
　
　以上、決議する。
　  平成24年12月19日 志木市議会　　

※民間移譲とは
　平成19年に総務省が定めた「公立病院改革ガイドライン」に基づく、地域医療を守
り病院再生を図るための公立病院経営手法の一つ。市が市民病院を民間の医療機関に、
売却、譲渡することをいう。

第４回定例会において上記の決議が本会議において賛成多数で可決されました。
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